
純 資 産 変 動 計 算 書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

Ⅰ 資本金 Ⅱ 資 本 剰 余 金

政府出資金 資本金合計 資本剰余金 減価償却相当累
計額（）

減損損失相当累
計額（）

利息費用相当累
計額（）

除売却差額相当
累計額（） 資本剰余金合計

当期首残高 34972222 34972222 26706182  17247597  3425  12367  801647 8641144

当期変動額

Ⅰ 資本金の当期変動額

Ⅱ 資本剰余金の当期変動額

固定資産の取得   1002276     1002276

固定資産の除売却    201159    201459  300

財務収益
受取利息 13504
有価証券利息 42781


56286

雑益
財産貸付料収入 206929
文献複写料収入 311
研究関連収入  155235
農産物等処分収入 20510
動物病院収入 140627
その他雑益 452633


976249


経常収益合計 51322364


経常利益 2176928
［臨時損失］
固定資産除却損 7973
減損損失 56
過年度損益修正損 78258


臨時損失合計 86288
［臨時利益］
固定資産売却益 381
その他臨時利益 96


臨時利益合計 478


当期純利益 2091117
前中期目標期間繰越積立金取崩額  68253
目的積立金取崩額  33040


当期総利益 2192411


 これらは、国立大学法人等固有の会計処理に伴う勘定科目である。
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注記事項
１．当期総利益のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの
資産の額が、当期借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院等に関する借入金の元金償還額 379097千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費 339485千円
当期総利益に与える影響額（差引き） 39612千円

２．資本剰余金を減額したコスト等に関する注記
当期総利益 2192411千円
減価償却相当額  628835千円
減損損失相当額  6522千円
利息費用相当額  724千円
除売却差額相当額  300千円
賞与引当増加相当額  48151千円
退職給付引当増加相当額  243828千円

       

小計  928363千円
施設費収益相当額 996871千円
その他 5405千円

       

資本剰余金を減額したコスト等を含め
た損益相当額

2266324千円

       

※ 退職給付引当増加相当額のうち、19421千円は国又は地方公共団体からの出向職員に
係るものである。

３．科学研究費助成事業等に関する注記
当期受入額 571745千円
当期支出額 585714千円

４．臨時損失に計上されている過年度損益修正損78258千円は、過年度において計上した未収附
属病院収入の取崩漏れが判明したため、当年度に修正をおこなったことによるものである。
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